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ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.89 2022.2.1

議会ってどんなトコ？
主権者教育の一環として、小学生が市議会を訪問。
議会棟探検や、議員への質問の様子をご紹介します。



見学日・見学者

● 11月9日（火）
 神田小学校
 6年生（66人）

● 11月16日（火）
 大戸小学校
 6年生（67人）

じん で

議員全員が集まって話し合いをする
場所です。ここでの会議を「本会議」
といいます。

議員席よりも後ろの高い位置から議場
内でのやりとりを見ることができます。

議長と副議長は、議員の中から議員に
よる選挙で選ばれます。議長室では、
来客の対応や打合せなども行います。

さいたま市議会にやってきました！

議場議場

議長室議長室

傍聴席傍聴席
議員が調査研究する
ための図書や資料が
約5,000冊あります。

議会図書室議会図書室

少人数でよりきめ細かく
専門的に話し合う場所です。

委員会室委員会室

議員は、登庁した時に
この登退庁盤の名札を
点灯させます。

登退庁盤登退庁盤

議会棟を探検！議会棟を探検！

素朴な疑問から鋭い質問まで。
議会の大切な役割がわかったかな？

議員さんに質問！議員さんに質問！

今回はこの2校にスポットを
当ててご紹介します

● 私たちのためにたくさんの
ことを考えてくれていて、と
てもありがたいです。

● 自分が住んでいる市の政治
を身近に感じられて、とて
も良い機会でした。

● 市民のことを思った目標を
立て、それに向かって頑張っ
ていることがわかり、すごく
感動しました。

● ぼくも時間があったら会議
の様子を見てみたり、政治
について調べたいなと思い
ました。

感想カードより感想カードより

“貴重な経験ができ、思い出になりました。ありがとうございました。”“貴重な経験ができ、思い出になりました。ありがとうございました。”“貴重な経験ができ、思い出になりました。ありがとうございました。”

参加した児童から、
こんな感想が届きました！

仕事の評価がダイレクトに
返ってくることです。

自分が出席しない
委員会の映像などを
見ています。

未来を担う若い人の声を
生かせるようにしたいです。

議員になってやりがいを
感じることは？

議員になってやりがいを
感じることは？

議長室ではどんな
テレビを見るのですか？
議長室ではどんな

テレビを見るのですか？

調べ物や市民相談な
ど、ない時のほうが
仕事は多いです。

議会がない時は
何をしていますか？
議会がない時は
何をしていますか？

これからの目標は
ありますか？

これからの目標は
ありますか？

質問には、議長・副議長および文教委員会の委員長・副委員長が答えました。

9月6日（月）
大原中学校
1～3年生（53人）
 ● インターネット議会
中継で本会議を視聴
しました。

5月20日（木）
春里中学校
3年生（221人）
 ● 模擬選挙を通じて
政治のしくみを
学びました。

11月8日（月）
与野南小学校
6年生（44人）
 ● 昨年度に続き、今年も
6年生が議会体験や
議会棟見学をしました。

私たちも学んでいます！

ひろーい！ひろーい！

到着！
楽しみだな
わくわく

キャー
記者会見
みたい！

議長席の
背もたれ
高いなぁいい眺め！

全部見えるね

学級会も
こんな感じ！

学校の図書室に
こんな厚い
本はないな

わあ、　　　　
今日は私たちの
クラスもあるよ！

大戸
小学校
大戸
小学校

神田
小学校
神田
小学校

令和3年11月、主権者教育の一環と して
小学生がさいたま市議会を訪れまし た。

さいたま市議会では、未来を担う子どもたちに
市議会を身近に感じ関心を持ってもらえるよう、
今後も積極的に協力していきます。

って
どんなトコ？
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

令和3年12月定例会（11月24日～12月17日／会期24日間）

新型コロナウイルス感染症のまん延を予防する措
置により委員が委員会開催場所に参集することが
困難な場合に、オンラインでも委員会が開催できる
よう条例および規則を改正するための議案が議会
運営委員会から提出され、可決されました。
さらに、議長から議会改革推進特別委員会への諮問
が行われ、同委員会では大規模災害時など新型コロ
ナウイルス感染症以外の理由によるオンライン委員
会開催の可否や、実際の運営上における課題につい
ての検討を進めていくこととなりました。

委員会提出議案第3号　さいたま市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
委員会提出議案第4号　さいたま市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

オンラインを活用した委員会の開催が可能に

感染の再拡大に対応可能な検査・医療体制の整備や経済対策のほか、DX*（デジタルトランスフォー
メーション）の推進、35人学級への対応などに要する経費について、市長から総額360億円を超える
令和3年度の補正予算議案が提出され、可決されました。
＊DX…デジタル技術の活用による新たなビジネスモデルの創出や柔軟な改変を行うこと。

議案第147号　令和3年度さいたま市一般会計補正予算（第10号）　ほか5議案

新型コロナの再拡大への対応などを図る
補正予算議案を可決

＜主な事業＞
●新型コロナウイルス感染症に係るPCR検査体制の継続
●抗体カクテル療法を要する患者等の移動支援
●救急業務に際して不足する感染対策用資器材等の配備
●子育て世帯への対象児童1人10万円の特別給付金の一括支給
●住民税非課税世帯等への1世帯10万円の臨時特別給付金の支給
●市内宿泊施設に割引価格で宿泊できるキャンペーンの実施
●マイナンバーカードの申請サポートや交付窓口の拡充、マイナポ
イントの手続き支援
●小学3年生の35人学級実施による学級増に伴う教室の改修や物
品の購入

12月定例会で審議された議案　市長提出議案32件、委員会提出議案2件／合計34件
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すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。

い
方
な
ど
の
相
談
会
や
講
習
会
を
浦

和
・
見
沼
・
南
区
役
所
で
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
ー
ダ

や
民
間
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
々
へ

の
対
応
の
充
実
に
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

本
庁
舎
を
移
転
す
る
場
合

に
は
、
跡
地
利
用
の
議
論

が
必
要
と
な
る
。
浦
和
の
経
済
を
維

持
し
、
文
教
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
た
め
に
も
、「
さ
い
た
ま
市
立
大
学
」

を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

新
庁
舎
整
備
等
基
本
構
想

（
素
案
）に
お
い
て
は
、
現

庁
舎
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、「
文
教

都
市
を
象
徴
す
る
も
の
」「
地
域
経
済

の
活
性
化
等
に
資
す
る
も
の
」
と
し

て
、
基
本
理
念
に
位
置
付
け
て
い
る
。

市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
に
お
い
て
も
、

浦
和
駅
周
辺
地
域
の
経
済
の
活
性
化

に
資
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
意

見
や
、
現
庁
舎
地
へ
の
大
学
や
＊

リ

カ
レ
ン
ト
教
育
に
資
す
る
施
設
の
誘

致
・
設
置
な
ど
教
育
分
野
に
関
す
る

意
見
も
複
数
い
た
だ
い
て
い
る
。
現

子
ど
も
の
権
利
は
、
子
ど

も
自
身
と
社
会
が
理
解
し
、

そ
の
権
利
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
施
策
や
子
ど
も
の

権
利
を
擁
護
す
る
制
度
の
導
入
を
求

め
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、「
未
来
を
担

う
す
べ
て
の
子
ど
も
・
青

少
年
が
輝
い
て
生
き
ら
れ
る
ま
ち
」

を
基
本
理
念
に
据
え
、「
子
ど
も
が
つ

く
る
ま
ち
」や「
子
ど
も
の
提
案
」な
ど

の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
児
童
の

権
利
条
約
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
媒
体
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
児
童
養
護
な
ど
の
関

連
団
体
を
通
じ
て
広
く
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市
で
は
い
じ

め
の
防
止
な
ど
に
関
連
す
る
機
関
や

団
体
な
ど
の
連
携
促
進
を
進
め
て
い

る
が
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
第

三
者
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
県

の
機
関
の
活
動
状
況
や
他
自
治
体
の

事
例
な
ど
も
参
考
に
、
幅
広
く
研
究

し
て
い
き
た
い
。

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
な
ど
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
中
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
い
こ
な
せ
る
方
と
の
格
差
解
消
の

た
め
、
市
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を

し
て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
、
地
域
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
相
談
役
と
な
る「
地

域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
ー
ダ
」の
育
成
や
、
公
民

館
と
連
携
し
た
市
民
向
け
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
講
座
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
さ
ら
に
令
和
３
年
10
月

か
ら
は
、
国
の「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援

推
進
事
業
」を
活
用
し
、
民
間
事
業
者

と
連
携
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

一
般
質
問

16
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

浜
口
健
司
／
川
村　

準
／
関 

ひ
ろ
み

川
崎
照
正
／
出
雲
圭
子
／
帆
足
和
之

新
井
森
夫
／
神
田
義
行
／
吉
田
一
郎

松
本　

翔
／
新
藤
信
夫
／
久
保
美
樹

阪
本
克
己
／
照
喜
納
弘
志
／
桶
本
大
輔

服
部　

剛

市
の
政
策
・
行
財
政

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

現
庁
舎
の
跡
地
を
活
用
し

「
さ
い
た
ま
市
立
大
学
」の
設
立
を

デ
ジ
タ
ル
弱
者
の
救
済
の
た
め

市
は
十
分
な
取
組
み
を

質
問
者

デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
方
の
な
い
よ
う

行
政
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
も
大
切
な
取
組
み

＊ リカレント教育
学校教育からいったん離れて社会に出た後も、それぞれの
タイミングで再び教育を受けること。
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庁
舎
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
ほ

か
に
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
た
め
、

議
員
の
提
案
も
十
分
に
踏
ま
え
、
引

き
続
き
市
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
庁
舎
整
備
構
想
の
素
案

が
公
表
さ
れ
た
が
、
浦
和

区
自
治
会
連
合
会
な
ど
か
ら
本
庁
舎

移
転
の
経
緯
を
詳
し
く
聞
い
て
い
な

い
と
の
声
が
あ
る
。
素
案
は
住
民
の

意
見
を
聞
い
て
作
成
し
た
も
の
か
。

整
備
構
想
の
素
案
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
市
民
を
は

じ
め
在
勤
・
在
学
者
な
ど
も
含
め
た

多
様
な
関
係
者
に
対
し
、
市
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
自
治
会
回
覧
な
ど
で

市
の
方
針
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
や
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
広
く
意
見
を

伺
い
検
討
を
進
め
て
き
た
。
令
和
３

年
２
月
に
示
し
た
新
庁
舎
整
備
と
現

庁
舎
地
利
活
用
の
方
向
性
は
、
本
市

の
未
来
を
見
据
え
た
全
市
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
り
、
様
々
な
手
法
で
周
知
し
、
エ

リ
ア
に
関
わ
ら
ず
広
く
意
見
を
伺
っ

て
き
た
。
今
後
も
市
の
方
針
を
丁
寧

に
発
信
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

本
庁
舎
が
移
転
す
る
と
浦

和
の
ま
ち
は
一
変
す
る
。

人
流
変
化
に
よ
る
経
済
的
影
響
は
調

査
し
た
の
か
。
生
活
に
関
わ
る
重
大

な
政
策
の
進
め
方
と
し
て
は
、
住
民

不
在
な
の
で
は
な
い
か
。

人
流
変
化
の
予
測
に
つ
い

て
は
、
本
庁
舎
移
転
に
加

え
、
現
庁
舎
地
利
活
用
に
よ
る
影
響

も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
の
調
査
は
難
し
い
。
現
庁
舎

地
利
活
用
の
具
体
化
の
際
に
は
、
周

辺
店
舗
な
ど
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
、

丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。
本
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
合
併
協
定
書
を
踏
ま
え
、
長
年

に
わ
た
り
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を

積
み
重
ね
て
き
た
結
果
と
し
て
方
針

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
市

民
か
ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
性
急
に
進
め

て
き
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
説
明
し
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ま
ず
は
本
庁
舎
移
転
を
確

定
し
た
後
に
、
浦
和
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化

を
進
め
、
市
民
や
事
業
者
、
有
識
者

な
ど
の
意
見
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
跡

地
の
利
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

現
庁
舎
地
の
利
活
用
は
、

そ
の
開
始
が
現
庁
舎
の
解

体
後
で
あ
る
こ
と
や
、
民
間
機
能
の

複
合
や
誘
致
、
公
民
連
携
手
法
に
よ

る
整
備
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
か
ら
５

年
間
で
計
画
骨
子
の
策
定
、
令
和
９

年
度
か
ら
５
年
間
で
計
画
の
策
定
と

手
続
き
の
開
始
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、（
仮
称
）浦
和
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
度
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、今
後
、

ま
ち
の
将
来
像
の
具
体
化
に
向
け
た

取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。
い
ず
れ

の
取
組
み
に
つ
い
て
も
、
各
段
階
に

お
い
て
、
地
元
を
含
め
た
市
民
や
事

業
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
し
っ

か
り
と
意
見
を
伺
い
、
検
討
を
深
め

て
い
き
た
い
。

北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
共

有
す
る
た
め
、
拉
致
被
害
者
救
出
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
」

の
着
用
に
市
も
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
拉
致
問
題
に

つ
い
て
広
く
市
民
の
関
心

と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
毎
年「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」に
合
わ

せ
、
市
報
や
市
・
区
役
所
で
の
看
板
・

ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
啓
発
に
努
め
て
い

る
。
令
和
３
年
11
月
の「
全
拉
致
被
害

者
の
即
時
一
括
帰
国
を
求
め
る
国
民

大
集
会
」で
は
、
啓
発
週
間
に
お
け
る

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
着
用
が
決
議
文
に
盛

本
庁
舎
移
転
の
確
定
後
に

現
庁
舎
の
利
活
用
を
検
討
す
べ
き

拉
致
被
害
者
の
救
出
を
願
い

「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
」の
着
用
を

本
庁
舎
の
移
転
問
題

す
べ
て
移
転
あ
り
き
で
性
急
で
は

本
庁
舎
移
転
に
対
す
る
住
民
の
声

市
に
届
い
て
い
る
の
か

「
拉
致
被
害
者
の
早
期
救
出
」を
リ
ボ
ン
に
託
し

そ
の
強
い
意
思
と
願
い
を
胸
元
に
表
す
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議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

り
込
ま
れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
、

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
着
用
に
よ
り
拉
致
被

害
者
救
出
の
意
思
を
示
す
こ
と
の
検

討
を
、
今
後
進
め
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
で
苦
し
む
人
が

多
い
た
め
、
予
防
接
種
の

有
効
性
を
市
民
に
積
極
的
に
周
知
す

べ
き
。
ま
た
、
接
種
料
が
高
額
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
補
助
制
度
を
創
設
し

て
は
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
は
、

国
に
お
い
て「
定
期
接
種

化
を
検
討
中
の
ワ
ク
チ
ン
」の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
性
や

安
全
性
な
ど
の
観
点
か
ら
定
期
接
種

化
の
是
非
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
独

自
の
助
成
制
度
が
あ
る
自
治
体
も
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
帯
状
疱

疹
の
罹り

か
ん患

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

そ
の
知
識
や
治
療
法
、
ワ
ク
チ
ン
の

情
報
な
ど
を
、
発
症
し
や
す
い
世
代

に
広
く
周
知
を
行
う
こ
と
は
大
切
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
疾
患
の
流
行

状
況
や
国
の
専
門
家
に
よ
る
議
論
の

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
情
報
発

信
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
医
療

崩
壊
を
招
い
た
第
５
波
で

は
、
病
床
確
保
は

300
程
度
だ
っ
た
が
、

次
の
感
染
拡
大
に
備
え
て
２
倍
３
倍

の
病
床
確
保
や
臨
時
的
な
医
療
施
設

の
準
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

第
６
波
に
備
え
た
医
療
体

制
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
が
新
た
に「
保
健
・
医
療
提

供
体
制
確
保
計
画
」を
整
備
し
、
切
れ

目
な
く
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
市
立
病

院
で
の
確
保
病
床
の
増
床
を
検
討
す

る
ほ
か
、
市
独
自
の「
入
院
病
床
確
保

等
事
業
補
助
金
」を
市
内
医
療
機
関
に

引
き
続
き
交
付
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
病
床
確
保
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
臨
時
の
医
療
施
設
は
都
道
府
県

が
開
設
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
と
し
て
も
県
の
措
置
に
対
し
、

必
要
に
応
じ
設
置
場
所
の
選
定
な
ど

積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

相
談
支
援
専
門
員
に
よ
る

計
画
相
談
支
援
の
利
用
者

が
増
加
し
、
現
場
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
き
め
細
か
い
支
援
を

行
う
た
め
、
積
極
的
に
増
員
し
、
そ

の
配
置
計
画
を
定
め
る
べ
き
で
は
。

相
談
支
援
専
門
員
の
資
格

要
件
と
し
て
、
福
祉
現
場

で
の
実
務
経
験
の
ほ
か
、
都
道
府
県

が
行
う
相
談
支
援
従
事
者
研
修
の
受

講
が
必
要
と
な
る
。
埼
玉
県
に
よ
る

研
修
は
、受
講
希
望
者
は
多
い
も
の
の
、

講
師
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、
相
談

支
援
専
門
員
が
増
え
な
い
原
因
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
市
も
増
員

は
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
県
と
相

談
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

そ
の
配
置
計
画
に
つ
い
て
、
市
障
害

者
総
合
支
援
計
画
に
定
め
る
こ
と
を

含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

す
べ
て
の「
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
」
で
、
お
む
つ
交
換
だ

け
で
な
く
授
乳
も
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
。
ま
た
、
お
む
つ
や
ウ
ェ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
買
え
る「
赤
ち
ゃ
ん
応
援
自

販
機
」も
設
置
す
べ
き
で
は
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
市
の
247

施
設
の
う
ち
、
95
施
設
で
は
お
む
つ

交
換
の
み
が
可
能
で
、
授
乳
場
所
は

な
い
。
公
園
な
ど
の
屋
外
施
設
で
は

授
乳
場
所
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
が
、

そ
の
他
の
屋
内
施
設
に
は
、
組
立
式

の
授
乳
室
の
活
用
も
含
め
可
能
な
限

り
授
乳
場
所
を
確
保
す
る
よ
う
改
め

て
施
設
管
理
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

ま
た
、「
赤
ち
ゃ
ん
応
援
自
販
機
」の

設
置
に
つ
い
て
は
、「
あ
い
ぱ
れ
っ

と
」な
ど
に
モ
デ
ル
的
に
導
入
し
、
利

用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
他
の

施
設
へ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹
予
防
接
種
の
周
知
と

助
成
制
度
の
創
設
を

障
が
い
者
を
支
援
す
る

＊
相
談
支
援
専
門
員
の
増
員
を

新
型
コ
ロ
ナ
第
６
波
に
備
え

医
療
体
制
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

＊ 相談支援専門員
障がいのある人が自立した日常生活や社会生活を営むことができる
よう、支援の方針や障がい福祉サービスなどの利用計画の作成など、
全般的な相談支援を行う専門職。

個
々
の
障
が
い
者
に
最
適
な
支
援
が
で
き
る
よ
う

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る

福
祉
・
保
健
・
医
療

す
べ
て
の「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」に

授
乳
室
を
設
置
し
て
は
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課
題
も
あ
り
、
今
後
事
例
調
査
な
ど

も
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い
。

戦
国
時
代
の
岩
付
城
主
・

太
田
資
正
の
生
誕

500
年
祭

が
２
月
に
岩
槻
区
で
開
催
さ
れ
る
。

ゆ
か
り
の
地
は
他
の
区
に
も
多
く
あ

る
た
め
、
市
内
周
遊
の
仕
掛
け
と
し

て
、
案
内
板
を
設
置
し
て
は
。

本
市
の
歴
史
・
文
化
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
々
に
は
、

日
本
近
代
漫
画
の
先
駆
者
で
あ
る

北
沢
楽
天
、
円
乗
院
を
創
建
し
た
畠

山
重
忠
、
遷せ

ん
き
ょ
う
か
ん

喬
館
を
創
設
し
た
児
玉

南な
ん
か柯
な
ど
数
多
く
い
る
。
こ
れ
ら
の

方
々
に
つ
い
て
は
、
関
係
施
設
と
と

も
に
、
市
内
を
周
遊
す
る「
半
日
観
光

ル
ー
ト
」の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
紹

介
し
て
お
り
、
本
市
へ
の
誘
客
に
つ

な
が
る
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
太
田
資
正
や
本
市
ゆ

か
り
の
他
の
方
々
に
つ
い
て
、
案
内

板
の
設
置
を
含
め
、
観
光
資
源
と
し

て
の
活
用
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ト
ピ
ア
ノ
の
全
区
へ
の
常
設
と
、
ピ

ア
ノ
の
貸
出
事
業
に
よ
り
、
市
民
が

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
音
楽
に
親
し
め

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
は
身

近
な
場
所
で
文
化
芸
術
に

触
れ
ら
れ
る
取
組
み
と
考
え
て
お
り
、

市
内
で
も
市
民
団
体
な
ど
に
よ
り
い

く
つ
か
展
開
さ
れ
て
い
る
。
常
設
を

検
討
し
て
ほ
し
い
な
ど
好
意
的
な
意

見
が
多
い
一
方
、
騒
が
し
い
な
ど
批

判
的
な
意
見
も
あ
る
。
今
年
度
内
に

実
証
実
験
を
実
施
で
き
る
よ
う
調
整

を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
に
は
市
内

の
複
数
箇
所
で
実
施
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ

の
貸
出
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
管
・

運
搬
・
調
律
に
か
か
る
費
用
な
ど
の

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
活
用
で

身
近
に
音
楽
の
あ
る
ま
ち
に

い
じ
め
を
積
極
的
に
認
知

す
る
こ
と
は
、
そ
の
対
応

の
第
一
歩
で
あ
り
、
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
が
機
能
す
る
た
め
の
大
前

提
で
あ
る
。
本
市
の
い
じ
め
防
止
の

取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条

例
に
基
づ
き
手
引
を
作
成

し
活
用
し
て
い
る
。
具
体
的
な
取
組

み
と
し
て
、
各
学
校
か
ら
毎
月
提
出

さ
れ
る
報
告
書
で
状
況
を
把
握
し
、

学
校
訪
問
に
よ
り
助
言
・
指
導
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
い
じ
め
の
早
期
発

見
や
組
織
対
応
な
ど
の
校
内
研
修
を

重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
主
体

の
い
じ
め
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

も
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り

多
く
の
学
校
は
い
じ
め
を
積
極
的
に

認
知
し
組
織
対
応
を
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、
対
応
が
遅
れ
た
ケ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
学
校
か
ら
い

じ
め
を
な
く
す
決
意
で
日
々
の
教
育

活
動
に
当
た
っ
て
い
く
。

旧
岩
槻
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
は
令
和
４
年
秋
に
は
更

地
に
な
る
。
そ
の
跡
地
へ
の
地
区
公

民
館
建
設
の
要
望
書
が
地
元
の
自
治

会
連
合
会
か
ら
繰
り
返
し
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

旧
岩
槻
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
現
在
解
体
工
事
に

着
手
し
、
跡
地
利
用
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
跡
地
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
10
月
に
河
合
地
区
自
治
会
連

合
会
か
ら
公
民
館
建
設
の
要
望
を
い

た
だ
い
た
。
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
で
は
、
周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
関
連
施
設
の
整
備
水
準
を
勘
案

し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

同
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
や
同
地
区
内

の
地
区
公
民
館
の
整
備
は
、
岩
槻
区

全
体
の
公
民
館
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
や

他
施
設
と
の
複
合
化
な
ど
を
勘
案
し
、

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
民
が
参
加
で
き
る
文
化

活
動
と
し
て
、
ス
ト
リ
ー

旧
岩
槻
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

地
区
公
民
館
の
建
設
を

岩い
わ
つ
き付

城
主
・
太
田
資す

け
ま
さ正

を
巡
る

案
内
板
を
各
所
に
設
置
し
て
は

学
校
で
の
適
切
な
い
じ
め
対
応

積
極
的
な
認
知
か
ら

経
済
・
産
業

人
々
が
自
由
に
奏
で
る
ピ
ア
ノ
の
音
色
が

い
つ
も
の
街
並
み
に
彩
り
を
添
え
る

教
育
・
文
化
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管
理
者
を
窓
口
と
し
、
活
動
場
所
や

内
容
に
つ
い
て
相
談
・
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。構

想
で
は
、
新
た
に
推
進

戦
略
会
議
を
設
け
て
有
識

者
な
ど
か
ら
幅
広
く
意
見
聴
取
し
て

い
る
が
、
多
額
の
費
用
と
20
年
近
い

期
間
を
要
す
る
こ
の
事
業
に
対
し
て

の
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

大
宮
駅
Ｇ
Ｃ
Ｓ（
グ
ラ
ン

ド
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）化
構
想
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
９
月
に「
大
宮
Ｇ
Ｃ
Ｓ
推
進
戦
略
会

議
」を
開
催
し
、
早
期
事
業
化
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

地
元
で
の
検
討
を
支
援
し
、
駅
前
広

場
な
ど
主
要
な
都
市
施
設
の
早
期
事

業
化
を
図
る
こ
と
で
、
東
日
本
の
玄

関
口
と
し
て
対
流
拠
点
機
能
の
強
化

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大

宮
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
向
上
に
努
め
て

い
く
。
市
長
と
し
て
今
ま
で
以
上
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
官
民

で
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
各
計
画
を
着
実
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

＊

義
務
教
育
学
校
建
設
に

伴
う
沼
影
市
民
プ
ー
ル
の

閉
鎖
が
発
表
さ
れ
た
。
至
急
代
替
地

を
探
し
、
屋
外
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
や

室
内
プ
ー
ル
を
切
れ
目
な
く
作
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
の
５
つ
の
レ
ジ
ャ
ー
プ

ー
ル
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
市
全
体
で
の
再
編
も
視

野
に
入
れ
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
中
で
、
沼
影
市
民
プ
ー
ル
の
移

転
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
費
用
対
効

果
や
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
精
査
し
、

代
替
地
も
含
め
、
市
民
の
意
見
を
丁

寧
に
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い

く
。
室
内
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
学

校
整
備
に
伴
い
解
体
さ
れ
る
沼
影
小

学
校
敷
地
の
一
部
に
整
備
す
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
へ
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。
代
替
地
の
用
地
交
渉
や
解
体
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
調
整
す
る
こ
と

で
、
プ
ー
ル
を
利
用
で
き
な
い
期
間

を
少
し
で
も
短
く
で
き
る
よ
う
、
庁

内
で
連
携
し
検
討
し
て
い
る
。

水
道
事
業
は
老
朽
水
道
施

設
の
更
新
・
維
持
管
理
や

危
機
管
理
対
策
な
ど
、
水
需
要
の
増

加
に
伴
わ
な
い
も
の
が
主
体
と
な
っ

て
い
る
。
事
業
運
営
に
お
け
る
財
源

確
保
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

本
市
の
水
道
事
業
で
は
、

老
朽
施
設
の
大
規
模
更
新

や
耐
震
化
を
進
め
、
災
害
時
に
安
定

し
た
給
水
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

計
画
性
の
高
い
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

施
設
更
新
に
係
る
資
本
的
収
支
で
は

毎
年
100
億
円
超
の
不
足
が
生
じ
、
こ

の
不
足
額
に
は
企
業
努
力
で
生
み
出

し
た
純
利
益
を
充
当
し
て
い
る
。
現

時
点
で
は
健
全
な
財
政
状
況
を
維
持

し
て
い
る
が
、
今
後
は
経
営
基
盤
の

強
化
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
適
正

な
財
政
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
設

整
備
を
進
め
、
安
全
で
強
靭じ

ん

な
水
道

事
業
を
持
続
し
て
い
き
た
い
。

豊
か
で
充
実
し
た
遊
び
場

で
あ
る
＊

プ
レ
イ
パ
ー
ク

を
市
内
に
も
っ
と
増
や
す
べ
き
。
新

た
に
開
設
す
る
場
合
や
移
動
型
の
プ

レ
イ
パ
ー
ク
を
実
施
す
る
場
合
の
市

の
対
応
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
市
と
指
定
管
理
者

と
運
営
団
体
の
協
定
に
よ

り
実
施
し
て
い
る「
別
所
沼
プ
レ
イ
パ

ー
ク
」で
は
、
通
常
の
公
園
で
は
で
き

な
い
火
を
使
っ
た
遊
び
な
ど
も
認
め

て
い
る
。
新
た
に
常
設
ま
た
は
移
動

型
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
公
園
内
で
行

お
う
と
す
る
場
合
は
、
都
市
公
園
条

例
の
範
囲
内
で
の
活
動
で
あ
れ
ば
、

指
定
管
理
者
と
の
協
議
に
よ
る
行
為

許
可
制
度
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

一
方
、
別
所
沼
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
よ

う
に
た
き
火
な
ど
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
活
動
を
行
う
場
合
は
、
公
園

閉
鎖
さ
れ
る
沼
影
市
民
プ
ー
ル

代
替
プ
ー
ル
の
建
設
は

安
全
な
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め

計
画
的
で
効
率
的
な
経
営
を

議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

い
つ
も
の
公
園
が
よ
り
豊
か
な
遊
び
場
と
な
り

子
ど
も
の
自
主
性
や
冒
険
心
も
育
ま
れ
る

＊ 義務教育学校
小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う学校。9年間
の教育課程において「4-3-2」や「5-4」などの柔軟な学年段階の
区切りを設定することなども可能となっている。

子
ど
も
た
ち
に

豊
か
な
遊
び
と
の
出
会
い
を

大
宮
駅
Ｇ
Ｃ
Ｓ
化
構
想
へ
の

現
在
の
市
長
の
思
い
は

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

＊ プレイパーク（冒険遊び場）
「自分の責任で自由に遊ぶ」をモットーに、禁止事項をなるべ
く少なくし、子どもたちの想像力により工夫して遊びをつくり
出すことのできる遊び場。
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中
央
区
役
所
周
辺
の
公
共

施
設
再
編
事
業
は
施
設
の

建
替
え
だ
け
で
は
な
く
エ
リ
ア
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
エ
リ
ア
全

体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。 

本
事
業
に
は
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
急
速
な
発
展
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
を
考
慮
し
、
整
備

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
国
の
動
向
や
技
術
の
進
歩
な

ど
に
注
視
し
つ
つ
Ａ
Ｉ
な
ど
を
積
極

的
に
活
用
し
、
エ
リ
ア
全
体
で
市
民

や
事
業
者
な
ど
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
べ
く
幅
広
く
検
討
し
て
い
き
た

い
。
今
後
、
整
備
の
方
向
性
な
ど
を

定
め
る
に
当
た
り
、
特
に
デ
ジ
タ
ル

化
や
環
境
面
で
先
進
的
な
民
間
事
業

者
や
研
究
機
関
な
ど
か
ら
提
案
を
受

け
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
園
内
で
の
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
が
多
い
。
喫
煙
者

北
与
野
駅
北
口
駅
前
広
場
に
は
ベ
ン

チ
の
な
い
バ
ス
停
も
あ
る
た
め
、
市

独
自
で
ベ
ン
チ
を
設
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
で
は
、
駅
前
広
場
で
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
の
取
組
方
針
に
、

だ
れ
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
ベ
ン

チ
の
設
置
を
位
置
付
け
て
お
り
、
今

後
も
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
駅
前
広
場
の
バ
ス
停

に
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
広
場
の
新
設
・
改
築
の
際
に

道
路
状
況
や
歩
道
幅
員
な
ど
を
考
慮

し
て
検
討
し
て
い
る
。
北
与
野
駅
北

口
駅
前
広
場
に
は
現
在
改
築
の
予
定

は
な
い
が
、
基
本
構
想
に
位
置
付
け

る
重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
バ
リ
ア

上
落
合
交
差
点
以
北
の
国

道
17
号
は
慢
性
的
な
渋
滞

区
間
で
、
旧
市
時
代
か
ら
渋
滞
解
消

が
望
ま
れ
て
い
る
。
近
隣
に
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
計
画
も
あ
る
た
め
、
早

期
の
４
車
線
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

国
道
17
号
の
与
野
大
宮
道

路
の
う
ち
、
下
落
合
交
差

点
か
ら
上
落
合
交
差
点
ま
で
の
区
間

は
、
現
在
国
で
整
備
を
進
め
て
い
る

が
、
上
落
合
交
差
点
か
ら
北
側
の
区

間
は
未
着
手
で
あ
る
。
こ
の
区
間
は
、

慢
性
的
な
渋
滞
を
緩
和
す
る
上
で
重

要
な
路
線
で
あ
り
、
ま
た
、
大
宮
駅

西
口
周
辺
に
お
い
て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
本
路
線
の
整
備
は

よ
り
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
事
業
中
の
区
間
の
早
期

完
成
と
未
着
手
区
間
の
早
期
事
業
化

を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

高
齢
者
が
立
っ
て
バ
ス
を

待
つ
こ
と
は
と
て
も
辛
い
。

フ
リ
ー
経
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
住
民
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
地

の
状
況
を
確
認
し
、
ベ
ン
チ
設
置
を

検
討
し
て
い
く
。

新
大
宮
バ
イ
パ
ス
東
西
の

横
断
性
向
上
を
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
に
加
え
る
と
と
も
に
、
駅

南
口
広
場
な
ど
の
基
盤
整
備
は
行
政

が
担
い
、
駅
前
商
店
街
は
再
開
発
事

業
と
し
て
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

地
元
団
体
を
中
心
に
策
定

さ
れ
た
市
民
案
を
踏
ま
え
、

市
と
し
て
西
浦
和
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
方
針
案
を
策
定
し
た
。
道
路
の
拡

幅
や
駅
南
側
の
広
場
と
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
田
島
団
地

の
再
生
事
業
と
も
連
携
し
、
市
が
中

心
と
な
り
検
討
し
て
い
く
。
駅
前
再

開
発
事
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
意
向
を
丁
寧
に
伺

い
な
が
ら
市
と
し
て
可
能
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
新
大
宮
バ
イ
パ
ス

の
横
断
性
向
上
は
市
民
案
で
も
提
案

さ
れ
要
望
も
強
い
こ
と
か
ら
、
方
針

案
に
盛
り
込
み
、
今
後
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
く
。

中
央
区
の
公
共
施
設
再
編

周
辺
地
域
も
デ
ジ
タ
ル
化
を

地
域
住
民
の
思
い
を
生
か
し
た

西
浦
和
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を

公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
は
市
民
の
大
切
な
足

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
れ
る

禁
煙
化
で
ポ
イ
捨
て
を
な
く
し

き
れ
い
で
安
全
な
公
園
を

バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し

高
齢
者
が
外
出
し
や
す
い
環
境
を

国
道
17
号
の
渋
滞
解
消
の
た
め

早
期
の
４
車
線
化
実
現
を
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議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　市議会テレビ広報番組「ようこそさいたま市議会へ」をご覧ください
市議会の活動状況などをわかりやすく紹介する番組を、年４回、毎定例会
後にテレビ埼玉で放送しています。また、市議会ホームページやYouTube
では、過去の放送分も動画配信しています。ご意見・ご感想をお寄せいただ
いた方には、抽選でプレゼントもありますので、ぜひご覧ください。
※放送日時など、くわしくは秘書総務課（Tel.829-1748 Fax.829-1984）へ
お問い合わせください。

　「ロクマル」デイジー版・点字版
　を発行しています
視覚障がいのある方に市議会の情報をお伝えするた
め、「市議会だよりさいたま（ロクマル）」の内容をCDに
音声収録したデイジー版を発行しています。また、点字
版も発行していますので、ご希望の方は秘書総務課
（Tel.829-1748 Fax.829-1984）までご連絡ください。

　傍聴の手話通訳・要約筆記を
　行っています
聴覚障がいのある方が本会議・委員会を傍聴する場合、
事前予約により手話通訳者または要約筆記者を配置し
ます。ご希望の方は傍聴予定日の7日前までに議事課
（Tel.829-1753 Fax.829-1984）までご連絡ください。

検索さいたま市議会　テレビ

の
権
利
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
市
は
都

市
公
園
内
の
禁
煙
化
に
本
格
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
検
討

状
況
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

令
和
３
年
の
市
民
意
識
調

査
で
は「
公
園
内
は
全
面

禁
煙
に
し
た
方
が
よ
い
」
と
の
回
答

が
速
報
値
で
54
％
あ
り
、
禁
煙
化
に

対
す
る
市
民
意
識
の
高
ま
り
が
伺
え

る
。
ま
た
、
近
隣
都
市
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は「
公
園
内
の
全
面
禁
煙
化

を
実
施
済
」と
の
回
答
が
多
い
一
方
、

「
公
園
の
み
の
規
制
で
は
、
規
制
の
な

い
道
路
な
ど
で
喫
煙
さ
れ
て
し
ま
う
」

と
い
っ
た
課
題
も
把
握
し
た
。
こ
れ

ら
の
結
果
も
踏
ま
え
、
都
市
公
園
の

禁
煙
化
を
目
指
し
、
今
年
度
内
に
対

応
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
よ
り
効
率

的
な
制
度
構
築
に
向
け
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

新
都
心
駅
東
口
付
近
の
ム

ク
ド
リ
に
よ
る
騒
音
・
糞

害
対
策
の
強
化
を
。
ケ
ヤ
キ
の
剪せ

ん

定

を
は
じ
め
自
治
体
間
で
の
情
報
共
有
、

Ａ
Ｉ
技
術
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
射
装
置
を
活

用
し
て
の
対
策
を
求
め
る
。

新
都
心
駅
周
辺
の
ケ
ヤ
キ

に
集
ま
る
ム
ク
ド
リ
に
は
、

ケ
ヤ
キ
が
ね
ぐ
ら
と
な
ら
な
い
よ
う

枝
を
強
め
の
剪
定
で
対
処
し
て
い
る
。

光
で
の
対
策
は
音
で
の
対
策
と
比
べ

周
囲
を
気
に
せ
ず
行
え
る
も
の
の
、

隣
の
木
に
移
動
し
た
り
照
射
を
や
め

る
と
再
飛
来
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
ケ

ヤ
キ
の
剪
定
な
ど
を
進
め
る
と
と
も

に
、
光
に
よ
る
対
策
の
効
果
的
な
利

用
を
含
め
、
新
技
術
を
活
用
し
た
対

策
に
つ
い
て
他
自
治
体
の
事
例
も
参

考
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
や

周
辺
自
治
体
と
ム
ク
ド
リ
対
策
の
情

報
を
共
有
し
て
い
る
庁
内
部
署
と
も

連
携
し
、
広
域
的
・
効
果
的
な
防
除

対
策
を
研
究
し
て
い
く
。

新
都
心
周
辺
住
民
の
悩
み
の
種

効
果
的
な
ム
ク
ド
リ
対
策
を

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
利
用
す
る
公
園
で
の

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
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日々の生活に役立つ便利なカード
マイナンバーカードには、マイナンバー（個人番号）のほか、
氏名・住所・生年月日・性別や顔写真などが記載され、公的
な本人確認書類として利用できます。また、カードに搭載
された電子証明書を利用し、住民票や印鑑登録証明書な
どのコンビニなどでの取得、オンラインでの確定申告、健
康保険証としての利用なども可能となります。さらに、ス
マートフォン専用アプリを使用した新型コロナワクチン接
種証明書（電子版）も利用できるようになりました。

カードを取得しやすい環境づくり
本市のマイナンバーカードの申請率は52.3％（令和3年12
月19日時点）で、今後も多くの申請が見込まれます。その
ため、マイナンバーカードの積極的な広報などに加え、駅
や商業施設などでの出張申請サポートも行っています。ま
た、区役所では円滑にカードが取得できるよう努めるとと
もに、健康保険証としての利用登録などの支援も行ってい
ます。国では、運転免許証との一体化なども検討されてお
り、今後も様々な場面での活用が期待されています。

今号のトピックスでは、小学生の議会見学の様子をお届けし
ました。興味津々で議場や議長室などを見学する児童の生き
生きとした表情が特に印象的でした。未来ある子どもたちに
とって、市議会を身近に感じられる機会となり、主権者教育に
も寄与できれば幸いに思います。
厳しい寒さはまだまだ続きますが、表紙に描かれたサクラソ
ウやサクラの咲く季節はもうすぐそこまで来ています。体調管
理にご留意のうえ、健やかにお過ごしください。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

議長 島崎　豊 副議長 松下壮一

松本　翔 出雲圭子 鳥羽　恵
川崎照正 関 ひろみ 小川寿士
金井康博 吉田一志 都築龍太

ロクマル　キーワード

Keyword 12月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

会期日程は、ホームページをご
覧ください。くわしくは議事課
（Tel.829-1753）までお問い合
わせください。

『マイナンバーカード』

この議会広報紙は626,300部作成し、１部当たりの作成経費は9円です（企画編集の経費を含みます）。

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。検索さいたま市議会

「ようこそさいたま市議会へ」 テレビ埼玉
令和4年3月27日（日）午前10時～ 放送予定
過去に放送した番組も市議会ホームページで配信しています。

テレビ番組

本会議・委員会の傍聴 インターネット中継
会議の模様をライブ配信
（生中継）・録画配信して
います。ホームページから
アクセスしてください。

※現在、区役所ロビーでの
放映は行っておりません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※感染症対策にご協力
をお願いします。

今号の表紙は

桜区
● サクラソウ　● サクラ
● 秋ヶ瀬公園の野鳥　● 電波塔

桜区は、田島ケ原サクラソウ自生地や秋ヶ瀬公園な
ど、荒川の広大な流れに育まれた豊かな自然環境に
恵まれています。河川敷にそびえ立つ高さ約173ｍの
電波塔は、地元では“新開タワー”とも呼ばれ、桜区
のランドマークとして親しまれています。

しびらき

2月1日（火）～
次の定例会は




